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ふくしま自民党 検  索HP一新しました！

9月県議会 定例会
9月定例会のポイント

  9月12日（金）～
10月  1日（水）

会
期

9月定例会は、9月12日から10月1日までの日程で開会され、平成26年度一般会計
補正予算や、条例など70件の議案を議了いたしました。自民党議員会からは代表質
問1名、一般質問4名が登壇し、大震災から3年半が経過し、直面する当面の課題や緊
急に措置すべき案件について、熱のこもった議論が繰り広げられました。今定例会の
主な議案については以下の通りです。

○平成26年度一般会計補正予算 （551億8100万円）
市町村除染の更なる推進を図るため、市町村に対する交付金の積み増しや、県外避
難者の帰還や生活再建を支援するための経費です。

○工事請負契約等について
国道289号南倉沢トンネルの整備や、浜通りの津波に対する漁港海岸の復旧、復興
公営住宅の建築用地を取得するための条例です。

9月22日、自民党議員会は、地域の農業を維持してい
くため、県が国に対して、過剰米対策を含めた米価下
落に対する緊急対策を講じるよう強く求めていくとと
もに、米の生産者に対する農業支援の強化を図るよう
強く要望しました。

今議会の代表質問において、平成27年度までの集中復興期間後の復興需要
額の見通しの議論がなされました。
平成28年度以降の
おおむね10年間の
需要額は最低でも約
3.9兆円を見込んで
おり、福島県におい
ては原発事故による
復旧の遅れもあるこ
とから、5年以上の集
中復興期間の延長
と、確実な財源措置
を求めていく必要が
指摘されました。
自民党議員会とし
て、着実に取り組んで
まいります。

●再生可能エネルギーにおける系統接続等に関する意見書
●魅力と活力のある地方創生に向けた施策の実現を求める意見書
●保健医療福祉人材の確保を求める意見書
●「危険ドラッグ」の根絶に向けた対策強化を求める意見書
●福島大学の震災復興関連事業に対する総合的な支援を求める意見書
●私学助成の充実強化等に関する意見書

自民党議員会が主導で可決した主な意見書

除染の更なる推進に必要な
予算など、重要議案を審議。

米価下落に対する
緊急な対応を求める！！

集中復興期間の後の
財源確保に取り組みます！！

本年2月の豪雪被害により、除雪に関する様々
な問題が明らかになりました。
自民党の各部会において除雪の手法など、様々
な機関や自治体が連携し取り組む必要がある
と指摘し、今般県を中心に県内8方部で冬季道
路交通円滑化協議会を設立し、除雪体制の強
化に向けて検討が行われました。
今年取り組むべき課題については最優先で行
い、平成28年度までの3年間をかけて更に改善
をかけていきます。
自民党議員会は、今後とも冬季交通の確保に
全力で取り組んでまいります。

危険ドラッグがインターネットなどで比較的手に
入れやすいことなどから、社会問題となってお
り、自民党議員会が主導で「危険ドラッグの根絶
に向けた対策強化を求める意見書」を提出し、可
決されました。
今後とも危険ドラッグ乱用防止に向けた取り組
みを積極的に行ってまいります。

●県警、県薬剤師会など関係機関との連携強化
●危険ドラッグ販売網の取り締まりの強化
●薬物乱用防止指導員
　（保護司、民生児童委員等）による教室の開催
●「薬物乱用防止運動福島大会
　（11月、福島市）」の開催

谷側に設置のガードレールにより
雪が押せない状況（H26.2月豪雪）

2月豪雪時の国道115号（土湯峠）
［ライブカメラ］

除雪体制の強化に向けた
取り組みについて
除雪体制の強化に向けた
取り組みについて

「危険ドラッグ」根絶に
向けた取り組み
「危険ドラッグ」根絶に
向けた取り組み

他管内からの除雪車の応援 小型ロータリー除雪車 ライブカメラの例 除雪PRビデオの例

資料 「東日本大震災及び原子力災害からの復興需要の見通し」

●管理者を越えた相互乗り入れによる除雪の実施
●除雪に有利となるガードケーブル化等の工事の実施
●豪雪に備えた小型ロータリー除雪車（３台）の中・浜通りへの新たな配備

具体的な取り組み（アクション・プラン）


